
② 粉 じん等 に よる生育環境 の変化

事業 の計画検 討 に 当た り講 じた環境 保全配 慮 は、以下 に示 す とお りで あ る。

・ 裸地 面 は造 成 工事が終 了 した箇所 か ら順 次、早期 に緑化 を行 う。

・ 広 域的 な掘 削エ リアの 出現 を極 力避 け るた め、土工事 は年 次 毎 に施 工エ リアを決

め て進 め る計 画 とす る。

上記 の環境保 全 配慮 を予測 の前提 と して検 討 した結果 、重要 な種 の 光合成及 び呼 吸

を妨 げ るもので はない もの と予測 され 、重要 な種 の生 育状況 に及 ぼす環 境影響 の程 度

は極 め て 小 さい と判 断 され る こ とか ら、 環 境 保 全 措 置 を 講 ず る必 要 は な い もの と判 断

し た 。

（2）環境影響 の回避・低減 の検討

（丑土地 の改変 に よる個体 の消 失

′へ 土地 の改変 に よる重要 な種 の生育状 況 に及 ぼす環境 影響 は、以 下 に示す とお り、事
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業 者 に よ り実 行 可 能 な 範 囲 内 で で き る 限 り回避 され 、 又 は低 減 され て お り、 環 境 の 保

全 につ い て の配 慮 が適 正 に な され て い る と評 価 した 。

・ 可能 な限 り重要 な種 の生育 個体 を避 けた航空 障害灯 のケーブル の布 設

水 岳 、 カ タ フ タ 山 、 タ キ 山 東 に お い て は 、 多 数 の重 要 な 種 の 生 育 が 確 認 され て い る

こ とか ら、航 空障害 灯のケ ー ブル 設置 に 当たって は、可能 な限 り重 要 な種 の生育個 体

を避 け て布 設 す る こ と に よ り、 大 部 分 の 生 育 個 体 は現 状 の ま ま 生 育 可 能 とな る こ と か

ら、重 要な種 の生育状況 に及 ぼす環境 影響 の程 度 は低 減 され てい る。

・ 重要な種の移植

改変 区域 にお い て確認 され た重 要な種 の うち、改変 区域内 の生育 個 体が 消失す る こ

とに よ り事 業実 施 区域周辺 の個体群 の存続 に影響 が あ ると考 え られ る 14種 に つ い て 、

1 2 種（ ミ ヤ コ ジ マ ハ ナ ワ ラ ビ 、 ア カ ハ ダ グ ス 、 ガ ラ ン ピネ ム チ ヤ 、 ク サ ミ ズ キ 、 ヒ ジ ハ リ

／へ ノ キ 、 イ シ ガ キ カ ラ ス ウ リ、 ツ ル ラ ン 、 バ イ ケ イ ラ ン 、 テ ツ オ サ ギ ソ ウ 、 ヤ エ ヤ マ ク マ

ガイ ソ ウ、 コ ウ トウシ ラ ン、 ア コ ウネ ッタイ ラ ン）は 、事 業 実施 区域 周 辺 の 適 地 に移 植 を

行 うこ とに よ り個 体の生 育は確 保 され る ことか ら、重要 な種 の生 育状 況 に及 ぼす環境

影 響 の 程 度 は 低 減 され て い る。 た だ し、 2 種（ハ ン ゲシ ョウ、 タイ ワン ア シ カ キ）につ い

ては適 切な移植地 が事業 実施 区域周辺 にない ことか ら、生育環境 を創 出 し、そ こへ移植

を行 うこ とに よ り、 損 なわ れ る環 境 の有 す る価 値 は代償 され るもの と判 断 され る。

・ 生育株への進入防止柵設置

後 年 次の改 変 区域 内 に生 育す る重要 な種 の生育個 体 につ いて 、作業 員 に よる踏圧 や

建設 機械 の誤進 入 がない よ う、 事業実施 前 に囲 い等 を行 い、生 育株 の保 護 を図 る こ と

に よ り、生 育個 体 は改 変年 次 まで現状 の ま ま生 育可能 とな るこ とか ら、重要 な種 の 生

育 状況 に及 ぼす 環境影響 の程度 は低減 され てい る。
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